
令和４年度 学校関係者評価書 

学校園名 附属大泉小学校 

１ 学校関係者による評価 

領 域 学校関係者による評価と今後の課題 

学校運営 

・大泉小の学校行事についてコロナ禍が明けてきている中、もとの状況に戻ってき

ていることはよい。子どもは、行事をとても楽しみにしているし、特色ある教育

活動として教育的価値は高い。一方で、教師も子どもも経験に差があるので、丁

寧に説明しながら進めてほしい。 

・学校行事など特色ある活動について、ウイルス対策を科学的に分析し、きめ細や

かに対策を実施しながら、授業･行事等を可能な限り整然と行うことができた点は

保護者からの評価もとても高い様子からうかがえる。 

・保護者の学校評価で、PTA活動の量について、「やや多い」「多い」と回答してい

る方が昨年度より増えている。これはコロナ禍が明けてきている中で、PTA活動の

内容ももとの状況に戻しているからであると考える。一方でオンラインも併用し

ているので、そのよさを伝えていくとよい。 

・入学調査においては、志願者数が増えている。IBの認定校となっているので、新

しい視点でもの学校運営が必要である。ただし、大泉小のよさがなくならないよ

うにしてほしい。大泉小のこれまで大事にしてきた、「行事で育てる」「体験的

に学ぶ」「生活団活動」など大泉小の特色的なよい教育活動が残るようにしてほ

しい。 

教育活動 

・学校行事の中で、本年度は新型コロナウイルス感染症の理由でⅢ期、Ⅳ期ができ

なかったということであるが、様々な対策をしても、見えないウイルスであるだ

けに難しいこともある。今後も、世の中の状況を踏まえながら、また本年度の対

策の成果を踏まえながら、慎重に進めてほしい。 

・遠泳については、長い歴史のある取り組みであるが、それぞれの子どもの実態に

合わせて工夫しながら取り組んでいくとよい。 

・学校に足が向かない傾向がある児童について、学級担任、学年、管理職のみなら

ず、スクールカウンセラー等の協力を得ながら進めている状況があることについ

て理解したが、今後も多くの大人の目で子どもを見守り、保護者と協力しながら

進めてほしい。 

・本校の児童の自己肯定感の高さについてはよい傾向であると考える。それは行事

を始め、様々な教育活動での成果であるといってよいだろう。 

・本校では、「ちゃぼ」や「うさぎ」を飼育している。これは今までも伝統的にカリ

キュラムの中に位置付いたものであるが、「生き物を育てる教育」は優しさや責

任を育てるにとてもよいことであると考えている。 

 



２ 評価の実施概要 

〇学校行事への参加は、限定的な参加 

〇２学期に学校評議委員会を対面で開催 

〇３学期に学校関係者委員会を、対面で開催 

   ・学校より本年度の学校運営についての説明 

   ・様々な資料（IB関係資料・保護者アンケートなど）を提示し、結果とその受け止めにつ

いて説明 

   ・校内を巡回して視察していただく。             

    〇委員の方より、意見やご指導をいただく。 

 

３ 学校関係者委員会委員，開催日 

（１）学校関係者委員 

・東京学芸大学名誉教授    （学校評議委員）  柴 田  義 晴 様 

・本校元副校長         （学校評議委員）  酒 井  繁 典 様 

・本校元副校長        （学校評議委員）  大 野 晏 且  様 

・卒業生の会（泉友会）       （学校評議委員）  佐 藤  要   様 

・東大泉中村町会長      （学校評議委員）  増 井 多恵子  様 

・保護者（PTA会長）                福 田 直 樹  様 

    ・保護者（PTA書記）               宮 本 ひかる 様 

（２）学校関係者評価委員会開催日 

令和５年 ２月１６日 

研究活動 

・IBワールドスクールの認定校になったことは大変よいことである。また、これま

で国際教育を中心に研究してきた成果であるととらえるが、これからが本当の 

 研究が始まると考えてほしい。 

・PYPでなにが変わるのか、変えなければならないものは何かということがより明確

になってくるであろう。 

・保護者としても、新しい取り組みについて学校と連携しながら取り組んでいく。 

・IBワールドスクールにおいてその環境整備が必要になってくるが、一方でグラウ

ンド（運動場）の様子をみると、冬季はなかなか乾かず土壌改修も必要だろう。

今後学校予算の配分のバランスが必要になってくるのではないか。 

学生の教育・ 

支援活動 

・教育実習では、ポートフォリオ運用で新しい取り組みになったようであるが、大

学とも連携して、感染予防策を十分に行い、十分な配慮がなされたことはよかっ

た。 

・大泉小学校で教育実習をしてよかったと思える取り組みにしてほしい。 

社会貢献活動 

・地域の災害時避難所としての機能について、軽可搬ポンプ大会会場など、地域の

学校としての役割も担ってるが、なお一層に地域住民との連携をすすめていって

ほしい。 

・地域･近隣の公立小学校との連携を引き続き大事にすることが肝要である。地域と

しても協力していく。 


